
・

・
・
・

・

（左から）吉野さん、早水さん、関根さん

なみえプロモーション課通信

芳賀セブンさん
動画配信サイトの合計登録者数が
240万人を超える超人気インフルエンサー

浪江町ホームページ
リニューアル
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今月の表紙

広
報

なかよく  みんな  えがおで
あなたと町を結ぶ

うけどんの母浪江町イメージアップ 
キャラクター うけどん
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No.686
毎月１回１日発行

震災から12年写真で見るまちは今
浪江町特定復興再生拠点区域に関する住民説明会を開催
浪江町の魅力は無限大
みんなでともに乗り越えよう
保健だより
まちの話題／なみえ創成通信
法律知識
みんなの鳥獣対策
おらほの地域から元気発信
情報ぴっくあっぷ
浪江町ホームページリニューアル／
なみえプロモーション課通信 vol.18

３月１日㈬～７日㈫は春の火災予防運動
３月は火事が一番多くなる季節です。

浪江の歴史、伝統、文化を守る浪江町消防団第五分団・第七分団
（１月29日㈰  12年ぶりの文化財防火訓練－大聖寺）

〜
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令和４年
　２月
●●新橋「来福寺橋」が幾世橋地区に開通
　３月
●追悼の場「先人の丘」が請戸地区に完成
●第１回  浜通り連携協定サミット in 浪江を開催
　４月
●津島支所が開所し、津島地区で行政サービスを再開
●幾世橋地区、大堀地区、浪江地区、苅野地区に防災コミュ
ニティセンターが完成
●水素供給低コスト化に向けたモデル構築・実証事業が開始
●「福島国際研究教育機構」誘致のプロジェクトチームが発足し、
浪江町商工会および民間団体から誘致に関する要望書を受領

　５月
●浪江アートプロジェクト「なみえの記憶・なみえの未来」
をお披露目
●「浜通り地域デザインセンターなみえ」の開所
　６月
●イオン浪江店による水素で走る移動販売が開始
●浪江駅周辺グランドデザイン基本計画の住民説明会を実施
●国道６号線と請戸漁港を繋ぐ町道「高瀬請戸線」が開通
●町の新たなシンボル「ふれあいセンターなみえ」が開所
　７月
●第３回パリ協定とSDGsシナジー強化に関する国際会議にオン
ラインで参加し、浪江町のゼロカーボンへの取組を世界に発信

　８月
●新町長として吉田栄光町長が就任
　９月
●室原、末森、津島の特定復興再生拠点区域の立入規制緩和
と準備宿泊が開始
●「水素社会の実現に向けたパートナーシップ宣言」をして
いるアメリカ合衆国カリフォルニア州ランカスター市から
市長団が浪江町を訪問
●「福島国際研究教育機構」の立地が決定
●「東北五大やきそばサミット in なみえ」を開催
●浪江町立学校の閉校式・閉校のつどいを挙行
　10月
●赤磐市と浪江町で「赤磐×浪江〝ゆい（結）フェア〟in KITTE」
を開催

●駅前に新たなワーキングスペース「ナミエシンカ」が誕生
　11月
●「なみえスマートモビリティ」がグッドデザイン賞を受賞
●「復興なみえ町十日市祭」と「大せとまつり」が３年ぶり
に開催
●浪江町の復興加速に向けた協議会を開催
　12月
●福島国際研究教育機構についての住民説明会を実施
●12年ぶりに請戸魚市が開催され、年末の風物詩がよみがえる
令和５年
　１月
●震災後、初めての重要文化財防火訓練を実施
●浪江町特定復興再生拠点区域の住民説明会を実施

地区に開通

新型コロナウイルス感染症による影響の長期
化、世界情勢の不安定化や市況の変動など不透明
な状況が多い中、町政を進める１年となりました。
6月には町の新たなシンボル「ふれあいセン

ターなみえ」の完成、９月に「福島国際研究教育
機構」の誘致が決定するなど、日々、復興に向け
た取組が進められました。また、12月には震災後
初めてとなる「請戸魚市」が開催されるなど町内
に多くの人が訪れ、にぎわいを見せる機会も増え
た一年の出来事を振り返ります。

町のさらなるにぎわいを祝して

令和４年３月  先人の丘が完成令和４年３月  先人の丘が完成令和４年３月  先人の丘が完成

令和４年６月  ふれあいセンターなみえが開所令和４年６月  ふれあいセンターなみえが開所令和４年６月  ふれあいセンターなみえが開所

令和４年９月  浪江町立学校閉校式令和４年９月  浪江町立学校閉校式令和４年９月  浪江町立学校閉校式
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町のさらなるにぎわいを祝して

令和４年３月  先人の丘が完成

令和４年６月  ふれあいセンターなみえが開所

令和４年９月  浪江町立学校閉校式
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浪江町の魅力を発信したい。
そんな想いから動画制作が始まり、浪江町に住む皆さんの協力と、一人ひとり
が持つ〝熱意のバトンタッチ〟で、一本の動画が完成しました。動画撮影の原動
力となった想いや撮影風景の様子、作成した動画の概要を紹介します。
この動画は声優の山田麻莉奈さんと小坂井祐莉絵さんにご出演いただき、復興
庁からの福島再生加速化交付金を活用しています。

震災の記憶
「震災遺構浪江町立請戸小学校」

300年以上続く伝統の技を知る
「なみえの技・なりわい館」

震災を知り、教訓を学ぶ

新鮮な海鮮丼は地元の味
「海鮮和食処くろさか」

酒造りで生まれた味を楽しむ
「SakeKuraゆい」

十分な感染症対策をして臨む 華やかな振り袖に
身を包み

４人一緒に〝はいチーズ！〟吉田栄光町長と肘タッチをする石井京輔さん 晴れ姿を見守るご家族の皆さん
久しぶりの再会を喜び、笑顔が華やぐ

渡邉なつみさん、根本菜摘さん、佐々木涼さん、遠藤優希さん

震
災
の
記
憶
、加
速
す
る
風
化

東
日
本
大
震
災
か
ら
12
年
が
経
過
し
、
時

の
経
過
と
共
に
、
そ
し
て
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響

も
あ
り
、
浪
江
町
を
訪
れ
る
人
が
減
少
す
る
な

ど
震
災
の
記
憶
の
風
化
が
加
速
し
て
い
ま
す
。

震
災
の
記
憶
や
教
訓
を
知
る
機
会
が
減
っ

て
い
く
一
方
、
浜
通
り
に
対
す
る
放
射
能
に

よ
る
風
評
被
害
は
根
強
く
残
っ
た
ま
ま
と

な
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
復
興
が
進
む
姿
や
震
災
の
記
憶

と
教
訓
、
浪
江
町
な
ら
で
は
の
魅
力
を
県
外

に
発
信
す
る
こ
と
で
「
浪
江
町
の
放
射
能
に

よ
る
風
評
を
払
拭
し
、
東
日
本
大
震
災
の
記

憶
や
教
訓
を
伝
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
」

と
、
考
え
ま
し
た
。

過
去
と
未
来
が
交
わ
る
時
間
、

想
い
と
人
が
交
差
す
る
町

浪
江
町
は
東
日
本
大
震
災
と
原
発
事
故
の

記
憶
と
教
訓
、
水
素
を
利
活
用
し
た
未
来
へ

の
ま
ち
づ
く
り
を
展
開
す
る
、
過
去
と
未
来

の
時
間
軸
が
交
わ
る
町
。
そ
し
て
、
一
人
ひ

と
り
の
想
い
が
人
と
人
を
繋
ぎ
、
町
民
と
浪

江
町
に
訪
れ
た
人
々
が
ふ
れ
あ
う
美
し
い
町

で
す
。
一
人
ひ
と
り
の
想
い
、
町
に
住
ま
う

人
々
、
町
そ
の
も
の
に
魅
力
が
あ
る
の
で
す
。

浪
江
町
の
魅
力
＝
想
い×

人×

熱
意

私
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
「
浪
江
町
を
想
う

気
持
ち
」
と
「
浪
江
町
に
住
む
人
」
と
「
復

興
へ
の
熱
意
」
の
掛
け
算
が
、
私
た
ち
の
魅

力
へ
と
繋
が
る
の
で
す
。

ど
れ
か
一
つ
で
も
欠
け
て
し
ま
う
と
、
私

た
ち
の
魅
力
は
た
ち
ま
ち
、
ゼ
ロ
に
な
っ
て

し
ま
う
の
で
す
。
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
が
想

い
や
熱
意
を
持
ち
続
け
る
こ
と
で
、
私
た
ち

の
魅
力
を
高
め
続
け
、
無
限
大
の
魅
力
と
な

る
の
で
す
。

女
子
旅
で
見
つ
け
た

地
元
愛
あ
ふ
れ
る
町

震災の記憶と教訓を後世に繋ぐ
「震災遺構浪江町立請戸小学校」移動は「なみえスマートモビリティ」 浪江の玄関「浪江駅」浪江の玄関「浪江駅」浪江の玄関「浪江駅」復興のシンボル「道の駅なみえ」復興のシンボル「道の駅なみえ」復興のシンボル「道の駅なみえ」
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震災の記憶
「震災遺構浪江町立請戸小学校」

震災の記憶
「震災遺構浪江町立請戸小学校」

震災の記憶
「震災遺構浪江町立請戸小学校」

300年以上続く伝統の技を知る
「なみえの技・なりわい館」
300年以上続く伝統の技を知る
「なみえの技・なりわい館」
300年以上続く伝統の技を知る
「なみえの技・なりわい館」

震災を知り、教訓を学ぶ震災を知り、教訓を学ぶ震災を知り、教訓を学ぶ

新鮮な海鮮丼は地元の味
「海鮮和食処くろさか」
新鮮な海鮮丼は地元の味
「海鮮和食処くろさか」
新鮮な海鮮丼は地元の味
「海鮮和食処くろさか」

酒造りで生まれた味を楽しむ
「SakeKuraゆい」

酒造りで生まれた味を楽しむ
「SakeKuraゆい」

酒造りで生まれた味を楽しむ
「SakeKuraゆい」

十分な感染症対策をして臨む 華やかな振り袖に
身を包み

４人一緒に〝はいチーズ！〟吉田栄光町長と肘タッチをする石井京輔さん 晴れ姿を見守るご家族の皆さん
久しぶりの再会を喜び、笑顔が華やぐ

渡邉なつみさん、根本菜摘さん、佐々木涼さん、遠藤優希さん

作成した動画は
YouTube

「なみえチャンネル」
で公開しています。

浪
江
町
だ
か
ら
こ
そ
の

伝
統
と
食
か
ら
技
を
知
る

特
急
ひ
た
ち
に
ゆ
ら
れ
、
初
め
て

浪
江
町
に
到
着
し
た
二
人
は
、
駅
で

目
に
し
た
「
じ
ゃ
ら
ん
」
を
片
手
に

旅
を
始
め
ま
す
。

広
が
る
自
然
と
浪
江
の
町
並
み
、

地
元
愛
あ
ふ
れ
る
人
た
ち
と
の
ふ
れ

あ
い
、
道
の
駅
な
み
え
併
設
の
「
な

み
え
の
技
・
な
り
わ
い
館
」
で
は
、

〝
な
み
え
の
技
〞
を
経
験
し
ま
し
た
。

初
め
て
経
験
す
る
陶
芸
体
験
で

は
、
大
堀
相
馬
焼
伝
統
工
芸
士
の
小

野
田
利
治
さ
ん
か
ら
、
伝
統
と
技
を

学
び
な
が
ら
、「
大
堀
相
馬
焼
」
を

完
成
さ
せ
ま
し
た
。
併
設
の

「SakeK
ura

ゆ
い
」
で
食
べ
た
壽

甘
酒
プ
リ
ン
ソ
フ
ト
は
、
酒
造
り
の

中
で
生
ま
れ
た
〝
な
み
え
の
技
〞を

知
る
機
会
に
な
り
ま
し
た
。　

　
　
　あた
り
前
に
あ
る
幸
せ

他
人
事
か
ら
自
分
事
へ

二
日
目
に
立
ち
寄
っ
た
震
災
遺
構

浪
江
町
立
請
戸
小
学
校
で
は
、
震
災

の
記
憶
を
目
に
し
ま
し
た
。

ニ
ュ
ー
ス
で
知
っ
た
つ
も
り
に
な
っ

て
い
た
被
災
地
の
状
況
は
、何
も
知
ら

な
か
っ
た
の
だ
と
気
が
付
き
ま
し
た
。

地
震
や
津
波
の
怖
さ
、
当
た
り
前

の
幸
せ
が
失
わ
れ
る
苦
し
み
、
原
発

事
故
に
よ
る
不
安
な
日
々
と
長
い
避

難
生
活
。

当
時
の
皆
さ
ん
の
想
い
に
ふ
れ
、

自
分
事
と
し
て
考
え
る
き
っ
か
け
と

な
り
ま
し
た
。

地
元
愛
か
ら
繋
が
る
文
化

町
民
の
想
い
が
心
に
残
る

東
日
本
大
震
災
で
人
口
が
ゼ
ロ
に

な
っ
た
町
に
人
が
戻
り
、
た
く
さ
ん

の
人
の
想
い
が
伝
統
や
文
化
を
守
っ

て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
、
地
元
を
愛

し
て
い
る
か
ら
こ
そ
町
の
人
た
ち
に

笑
顔
が
あ
ふ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
る

旅
と
な
り
ま
し
た
。

浪
江
町
で
過
ご
し
た
一
泊
二
日
の

旅
は
、
過
去
と
未
来
、
そ
し
て
人
と

人
と
の
繋
が
り
を
実
感
す
る
〝
浪
江

町
で
し
か
体
験
で
き
な
い
〞
旅
に
な

り
ま
し
た
。

女
子
二
人
で
始
ま
っ
た
一
泊
二
日
の
浪
江
旅
。

そ
こ
で
目
に
し
た
の
は
、
震
災
の
爪
痕
と
浪
江
で

生
き
る
人
々
の
笑
顔
で
し
た
。

│
ど
こ
に
も
な
い
、こ
こ
だ
け
の
魅
力

動画紹介

震災の記憶と教訓を後世に繋ぐ
「震災遺構浪江町立請戸小学校」
震災の記憶と教訓を後世に繋ぐ
「震災遺構浪江町立請戸小学校」
震災の記憶と教訓を後世に繋ぐ
「震災遺構浪江町立請戸小学校」移動は「なみえスマートモビリティ」移動は「なみえスマートモビリティ」移動は「なみえスマートモビリティ」 浪江の玄関「浪江駅」復興のシンボル「道の駅なみえ」

��� �������	�
����



動画制作に参加した皆さんはどのような気持ちで協力してくれたのでしょうか。
浪江町に住む一人ひとりの〝熱意〟が最高のバトンタッチとなり、１シーン、１シー
ンを繋いでいます。
動画制作にご協力いただいた４人に動画撮影の感想や浪江町に対する想いなどを

聞きました。

十分な感染症対策をして臨む 華やかな振り袖に
身を包み

４人一緒に〝はいチーズ！〟吉田栄光町長と肘タッチをする石井京輔さん 晴れ姿を見守るご家族の皆さん
久しぶりの再会を喜び、笑顔が華やぐ

渡邉なつみさん、根本菜摘さん、佐々木涼さん、遠藤優希さん

浪江の水産物を使ったレシピもお土産にグルメの思い出は、西内学さんとシェア
「請戸の魚介を提供したい」想いを
乗せた〝海鮮にじ色だし茶漬け〟
「請戸の魚介を提供したい」想いを
乗せた〝海鮮にじ色だし茶漬け〟
「請戸の魚介を提供したい」想いを
乗せた〝海鮮にじ色だし茶漬け〟

三百年以上続く、なみえの技
思い出も成形

三百年以上続く、なみえの技
思い出も成形

三百年以上続く、なみえの技
思い出も成形

── 動画制作への想いで生まれた縁 ──

大堀相馬焼は三百年前から続いてきた伝統工
芸です。昔からの技を受け継ぐだけではなく、
伝統を維持しながらも新しいものを取り入れて
いく必要があります。新しいことを取り入れる
伝統だからこそ、大堀相馬焼の特徴である二重
焼へ繋がったのだと思います。
若い世代には、大堀相馬焼を知って、「自分の

感性に従った〝伝統文化を体感〟して欲しい」
と、思っていました。
今回の撮影では、ろくろを使っての成形や絵
付けを通して伝統文化を体感してもらいまし
た。その中で、私自身も「若者ならではの感
性」を学ぶことができ、この感性が大堀相馬焼
の発展にも繋がっていければと思いました。ま
た、動画を通して、多くの人に大堀相馬焼を
知ってもらって、次世代へ伝統のこころを繋げ
たいと思いました。

浪江に受け継がれる
伝統のこころを
次世代へ
大堀相馬焼春山窯

小野田 利治 さん（大堀）

私自身にできることは、多くはありませんが
これまでに受けてきた「〝恩〟を返していきたい
という想い」があります。
避難指示が解除され、2016年の10月に浪江町

仮設商業施設まち・なみ・まるしぇで「海鮮和食
処くろさか」の暖 を掲げ、2021年３月からは
権現堂に新築したお店で営業をしています。当時
から、お世話になっている人や浪江町に協力でき
ることがあれば応えていきたいと考えています。
浪江町はこれから浪江駅周辺の整備事業や福

島国際研究教育機構などで変わっていくのだと
思っています。動画をきっかけに浪江町を知っ
た人たちが、移り変わっていく町の様子や田舎
ならではの自然が広がる風景を体感して欲しい
と思っています。
今後もゆっくりと楽しめる空間を提供できる

ように、そして浪江町を守れるよう頑張ってい
きたいと思っています。

浪江町の一員として
地元を守り続ける

海鮮和食処くろさか

黒坂  千潮 さん（権現堂）

〝 〟
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十分な感染症対策をして臨む 華やかな振り袖に
身を包み

４人一緒に〝はいチーズ！〟吉田栄光町長と肘タッチをする石井京輔さん 晴れ姿を見守るご家族の皆さん
久しぶりの再会を喜び、笑顔が華やぐ

渡邉なつみさん、根本菜摘さん、佐々木涼さん、遠藤優希さん

動
画
か
ら
始
ま
る
〝
縁
〞

動
画
制
作
に
あ
た
り
、〝
浪
江

町
に
生
き
る
人
〞
そ
の
も
の
が
浪

江
町
の
魅
力
で
あ
る
と
考
え
、
町

民
の
皆
さ
ま
に
出
演
の
ご
協
力
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

多
く
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
得

ら
れ
た
の
も
、
私
た
ち
の
事
業
目

的
に
賛
同
し
た
と
い
う
こ
と
だ
け

で
は
な
く
、「
地
元
、
浪
江
町
を

愛
し
て
い
る
」
と
い
う
皆
さ
ん
一

人
ひ
と
り
の
熱
意
が
動
画
制
作
の

原
動
力
と
な
っ
て
い
ま
す
。

東
日
本
大
震
災
へ
の
風
化
防

止
・
風
評
払
拭
に
は
、
動
画
を
見

た
県
外
の
人
や
震
災
を
知
ら
な
い

若
い
世
代
を
含
め
た
幅
広
い
世
代

に
「
浪
江
町
の
魅
力
」
を
伝
え
、

浪
江
町
に
関
心
を
持
っ
て
も
ら
う

こ
と
が
最
初
の
一
歩
だ
と
考
え
て

い
ま
す
。

そ
し
て
、
こ
の
動
画
を
き
っ
か

け
と
し
て
、
浪
江
町
に
人
が
訪
れ

「
動
画
か
ら
始
ま
る
縁
」
が
町
民

の
皆
さ
ん
の
励
み
や
喜
び
に
繋
が

る
の
だ
と
、
確
信
し
て
い
ま
す
。

浪江の水産物を使ったレシピもお土産に浪江の水産物を使ったレシピもお土産に浪江の水産物を使ったレシピもお土産にグルメの思い出は、西内学さんとシェアグルメの思い出は、西内学さんとシェアグルメの思い出は、西内学さんとシェア
「請戸の魚介を提供したい」想いを
乗せた〝海鮮にじ色だし茶漬け〟

三百年以上続く、なみえの技
思い出も成形

震災以降、浪江町は知っている人が減ってい
たり、町並みそのものが無くなっていたりと寂
しくなっています。
私自身が町の発展に貢献できることは少ない
ですが「〝食〟をきっかけに町の手助けになりた
い」と、思っています。
浪江町は集客力のある観光地が少ない町です
が、相馬野馬追や十日市祭など人が集まりやす
いイベントもあります。しかし、私が動画制作
にボランティアとして参加したのは、このよう
な事業を通して、若い人が浪江町を知ってくれ
たり、来てくれるきっかけに貢献できればと考
えたからです。
町の中にはおいしいグルメを提供するお店が
多いので、浪江町に訪れて、グルメを楽しんで
もらいたいです。〝食〟を通して人が集まる町に
なっていくことを期待しています。

食を通して
浪江町に人が集まる
きっかけへ
西内食堂

西内 　学 さん（西台）

2020年２月に浪江町で水産加工業を再開しま
した。私は「浪江産の魚が全国で評価される日
を取り戻したい、全国にお届けしたい」という
夢があります。
動画配信がきっかけで、浪江産の魚のことを

〝知る〟ということに繋がっていけばと思ってい
ます。浪江町で事業を再開するにあたり、不安
と心配も多く、とてもネガティブになっていま
したが、〝やってみないと始まらない〟のだと気
が付き、再開に踏み出しました。
今は浪江町の漁業復活へのスタート地点に

立っている段階です。自分にできることで、地
元に貢献したいと考え、動画への協力も〝やっ
てみないと始まらない〟という考えで参加して
います。
あきらめずに頑張ることで、必ず浪江町の魚

が再評価される日を取り戻せるのだと確信して
います。

浪江産の水産物を
復活させたい

有限会社柴栄水産

柴　　強 さん（北幾世橋）
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町が行っている取組についてお知らせします。

なかよく みんな えがおの
花咲くまち なみえ

住んでいたいまち
住んでみたいまち

夢と
希望が
あふれ
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健康保険課健康係 0240（34）0249

・

・

有機農業は農薬や化学肥料に頼らず、環境への
負荷をできる限り少なくする農業生産方法です。
有機農業は農薬や化学肥料を使用しないため、農
業従事者の農薬被ばくを抑え、健康を守ることに
繋がります。
有機農産物の日本農林規格に適合し、認証され

た事業者のみが有機JASマークを貼ることがで
き、環境に配慮した農林水産物・食品を選ぶこと
は、人と自然に優しい食料システムを構築するの
です。

「食」のシリーズ11回目
人と自然に優しい食料システム
を知っていますか？

うけどんの
健康知恵袋

有機JASマーク
環境に配慮した製品を表す

「エコラベル」
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浪江町公式
ツイッター

浪江町公式
フェイスブック

浪江町公式
インスタグラム

なみえ
チャンネル

放射線について学ぶ授業（中学校）放射線について学ぶ授業（中学校）１月30日㈪

弘前大学の先生方を講師に迎え、学年ごとに放射線の授業を実施しました。１年生は「放射線の基礎」、２年生は
「身の回りの放射線」、３年生は「食品の安全」についてそれぞれ学びました。中でも３年生は、３年間の放射線学
習の集大成として、福島の食
品の安全性について理解し、
科学的な根拠をもとに相手へ
伝えるロールプレイを行いま
した。授業で学んだことを生
かし、安心安全な生活を送っ
てほしいと思います。

植栽活動 ふるさと体験学習

なみえ創成なみえ創成小学校・中学校ブログ 検索

なみえ創成小学校 0240（23）5335 なみえ創成中学校 0240（23）5336

体験学習「餅つき」（小学校）体験学習「餅つき」（小学校）１月18日㈬

学校の基本理念
子どもたちの生きる力と夢を育み、
地域の未来を切り拓く学校

体験学習「餅つき」体験学習「餅つき」１月18日㈬

子なみえ創成通信

ふくしまさくら農業協同組合青年連合の猪狩信康さん、半谷啓徳さんをはじめ、JA職員、地域の皆さんをお招
きし、「餅つき」を体験しま
した。半谷さんからいただい
た三升の餅米「こがねもち」
を使いました。つきたてのお
餅はとても美味しく、今年度
２年生が育てた大豆を使った
きな粉餅が大人気でした。

かいおうさい

机の放射線量は…机の放射線量は…机の放射線量は… お話を真剣に聴いていますお話を真剣に聴いていますお話を真剣に聴いています

全校生餅つき体験全校生餅つき体験全校生餅つき体験

石臼を使ってきな粉作り石臼を使ってきな粉作り石臼を使ってきな粉作り

きな粉・海苔・あんこ餅きな粉・海苔・あんこ餅きな粉・海苔・あんこ餅

売り子とお客さんでロールプレイ売り子とお客さんでロールプレイ売り子とお客さんでロールプレイ

受章された藤田さん（中央）

町内を進軍し、凱旋
寄贈式の様子（ふくしま応援ポケモン「ラッキー」（中央））

責務の全うを誓い

左から 小野田利治さん、山田慎一さん

４人でアンサンブル

１月29日㈰、北幾世橋の大聖寺において震災後、12年ぶりの
「文化財防火訓練」を実施しました。墓地の線香の火から延焼し
たという想定で、浪江消防署、浪江町消防団第五分団・第七分団
が出動し、延焼防止のための放水訓練を行いました。

文化財防火デーとは？
昭和26年１月26日、法隆寺の金堂壁画が火災により焼損し
たことから、文化財を火災・震災そのほかの災害から守るた
めに、１月26日は「文化財防火デー」と定められました。こ
の日を中心に、全国的に文化財の防火運動が行われています。
※焼損…壁画の一部は残っているため、焼失ではなく焼損と表記しています

（文化庁規定）

消防団第五分団放水訓練消防団第五分団放水訓練消防団第五分団放水訓練

浪江消防署（奥）消防団第七分団（手前）放水訓練浪江消防署（奥）消防団第七分団（手前）放水訓練浪江消防署（奥）消防団第七分団（手前）放水訓練
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植栽活動 ふるさと体験学習かいおうさい

机の放射線量は… お話を真剣に聴いています

全校生餅つき体験

石臼を使ってきな粉作り

きな粉・海苔・あんこ餅

売り子とお客さんでロールプレイ

受章された藤田さん（中央）

町内を進軍し、凱旋
寄贈式の様子（ふくしま応援ポケモン「ラッキー」（中央））

責務の全うを誓い

左から 小野田利治さん、山田慎一さん

４人でアンサンブル

消防団第五分団放水訓練

浪江消防署（奥）消防団第七分団（手前）放水訓練
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当社は、〇〇酒造株式会社という商号で事業を行っており、〇〇は、
酒、つゆなどを指定商品として商標登録をしています。当社では、み

りんの製造を行っており、〇〇みりんの名称で販売を行っています。〇〇みりん
の売上は全国でも上位にあり、日本中で知られています。最近、「〇〇みりん入
り」という記載がされたラベルを付したつゆが販売されています。つゆの商品名
なども記載されており、そちらの記載の方が大きいのですが、「〇〇みりん入
り」という文字も小さくない文字で記載されています。当社は、つゆの製造会社に対して〇〇
の商標利用を許諾したことはありません。当社の商標権を侵害するものではないでしょうか。

No.73
日常生活の中で起こる可能性のある様々な事例に対して、
法律に基づいた対応策を紹介します。

当
酒

Q

　 商標とは、事業者が自己の取扱う商品・サービスを他人のものと区別するために使用する
マークのことをいいます。
商標権は、商標登録により発生します。登録の際、どのようなマークをどのような商品・サービス
に使用したいのかを特許庁に届出ることになります。今回は、〇〇というマークがつゆなどを指定商
品として届出られています。
商標登録がされれば、登録したマークの使用を他者から妨げられることはなく、他人が指定商品に
類似するマークを付した商品を販売した場合、その使用の差止などを請求することができます。今回
は、同じ指定商品に同じマークが使用されていて、商標権侵害になるようにも見えます。
しかし、商標は、自己の商品と他者の商品を区別するために使用されるマークです。一般の人が今
回のラベルを見た際、〇〇みりんは、原材料や素材として入っているだけだと認識するものと思わ
れ、どこの商品であるかを勘違いすることはないと思われます。このような場合、商標権を侵害する
ものではないと考えられています。今回、つゆの製造会社に対して、商標の使用の差止などを求める
ことは難しいと思われます。

　 商
A

いつか役に立つ

法 律 識知
弁護士　大橋　征平

総務課　主幹
（所属：福島県弁護士会）

・・福　島出張所　３月６日㈪、４月３日㈪
・いわき出張所　３月13日㈪、４月10日㈪
・二本松出張所　３月20日㈪、４月17日㈪

開催日
各出張所で法律相談会を

開催しています
（各回ともに13時～16時）
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打合せ時に皆さんで意見を出し合い、
対策の優先順位を決めました　　
打合せ時に皆さんで意見を出し合い、
対策の優先順位を決めました
打合せ時に皆さんで意見を出し合い、
対策の優先順位を決めました

打合せの様子打合せの様子打合せの様子

みんなの鳥獣対策

な
か
よ
く
み
ん
な
え
が
お
で

サ
ウ
ナ
活
動
を
楽
し
も
う

2021年８月撮影

浪江町の地域課題「鳥獣被害」を〝防ぐ・軽減させる〟ため、
地域で取り組む鳥獣対策と町からのお知らせなどを紹介します。

INTERVIEW

■
加
害
獣
種
を
教
え
て
く
だ
さ
い

イ
ノ
シ
シ
と
ニ
ホ
ン
ザ
ル
で
す
。

■
い
つ
か
ら
、
ど
ん
な
被
害
が

あ
り
ま
し
た
か
？

平
成
30
年
か
ら
水
稲
の
作
付
を
開
始
し

ま
し
た
が
、
イ
ノ
シ
シ
に
よ
る
畦
畔
の
掘

り
起
こ
し
と
水
路
の
泥
詰
ま
り
被
害
が
繰

り
返
さ
れ
ま
し
た
。
翌
年
か
ら
玉
ね
ぎ（
浜

の
輝
）の
栽
培
も
開
始
し
ま
し
た
が
、
サ
ル

に
苗
を
抜
か
れ
る
被
害
が
続
い
て
い
ま
す
。

ま
た
、
避
難
指
示
解
除
直
後
、
藤
橋
地
区

で
は
、
夜
に
獣
の
鳴
き
声
や
物
音
が
聞
こ

え
不
安
を
感
じ
る
人
が
多
く
い
ま
し
た
。

■
対
策
の
き
っ
か
け
を

教
え
て
く
だ
さ
い

営
農
し
て
い
く
際
に
水
路
と
畦
畔
を
守

る
必
要
が
あ
っ
た
か
ら
で
す
。
ま
た
、
地

域
の
人
の
不
安
を
解
消
す
る
た
め
に
は
、

農
地
だ
け
で
な
く
、
組
織
的
に
地
域
を
守

る
こ
と
が
必
要
だ
と
考
え
ま
し
た
。

■
具
体
的
な
対
策
方
法
を

教
え
て
く
だ
さ
い

地
域
の
や
ぶ
刈
と
果
樹
伐
採
、
圃
場
の

防
護
柵
設
置
を
行
い
ま
し
た
。
ど
こ
に
鳥

獣
が
い
る
か
歩
い
て
確
認
し
、
対
策
に
つ

い
て
話
合
い
を
し
ま
し
た
。
範
囲
も
広
い

た
め
、
自
分
た
ち
が
守
り
た
い
エ
リ
ア
と

対
策
し
や
す
い
方
法
を
整
理
し
て
、
優
先

順
位
を
決
め
て
、
実
施
し
ま
し
た
。

■
今
後
の
意
気
込
み
、伝
え
た
い
こ
と

鳥
獣
対
策
は
引
き
続
き
継
続
し
ま
す
。

今
年
は
藤
橋
地
区
の
住
民
の
人
と
も
協
力

し
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
れ
た
ら
、

と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
鳥
獣
対
策
と

並
行
し
て
、「
浜
の
輝
」
の
質
も
高
め
て
い

き
ま
す
。
こ
の
地
域
が
発
祥
の
地
で
あ
る

「
浜
の
輝
」
を
浪
江
の
名
前
と
一
緒
に
盛

り
上
げ
、
地
域
に
貢
献
し
て
い
き
た
い
で

す
。
そ
の
た
め
に
も
、
鳥
獣
対
策
を
し
て

い
き
ま
す
。

「
浜
の
輝
」
の
生
産
に
加
え
て
、

地
域
の
鳥
獣
対
策
も
取
り
組
む
、
地

域
愛
に
あ
ふ
れ
る
藤
橋
フ
ァ
ー
マ
ー

ズ
の
皆
様
で
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

けもの掲示板

け
い
は
ん

ほ

藤橋ファーマーズの皆さん藤橋ファーマーズの皆さん（藤橋）（藤橋）
2018年から、水稲や玉ねぎ（浜の輝）の栽培を行っ018年から、水稲や玉ねぎ（浜の輝）の栽培を行っ
ています。農業発展と暮らしやすい地域を目標に鳥ています。農業発展と暮らしやすい地域を目標に鳥
獣対策にも取り組んでいます。獣対策にも取り組んでいます。

藤橋ファーマーズの皆さん（藤橋）
2018年から、水稲や玉ねぎ（浜の輝）の栽培を行っ
ています。農業発展と暮らしやすい地域を目標に鳥
獣対策にも取り組んでいます。
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打合せ時に皆さんで意見を出し合い、
対策の優先順位を決めました

打合せの様子

理想の体制

次
年
度
の
事
業
展
開

農
林
水
産
課
で
は
、
有
害
鳥
獣
対
策
の
た
め
の
事

業
を
推
進
し
ま
す
。
捕
獲
事
業
で
は
、
有
害
鳥
獣
捕

獲
隊
に
よ
る
鳥
獣
の
捕
獲
と
外
部
事
業
者
に
よ
る
ニ

ホ
ン
ザ
ル
の
捕
獲
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
そ
の
ほ

か
、
出
荷
を
目
的
と
し
た
農
地
へ
の
防
護
柵
の
貸

与
、
ニ
ホ
ン
ザ
ル
追
い
払
い
用
の
花
火
の
配
布
を
行

い
ま
す
。

鳥
獣
対
策
の
目
標

町
で
被
害
の
多
い
鳥
獣
が
ニ
ホ
ン
ザ
ル
と
イ
ノ
シ

シ
で
す
。
ニ
ホ
ン
ザ
ル
は
、
捕
獲
に
よ
り
群
れ
の
規

模
を
縮
小
し
、
追
い
払
い
を
し
や
す
く
し
ま
す
（
一

般
的
に
50
頭
以
下
の
群
れ
は
追
い
払
い
が
し
や
す
い

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
）。
イ
ノ
シ
シ
は
、
捕
獲
に
よ
る

頭
数
減
と
、
正
し
い
防
護
柵
の
設
置
に
よ
る
農
作
物

被
害
ゼ
ロ
を
目
指
し
ま
す
。

皆
さ
ん
と
つ
く
る〝
け
も
の
〞体
制

皆
さ
ん
が
鳥
獣
へ
の
不
安
が
な
く
生
活
で
き
る
こ

と
、
ま
た
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
が
脅
か
さ
れ
な
い

こ
と
が
私
た
ち
の
目
標
で
す
。
目
標
を
実
現
す
る
に

は
、
皆
さ
ん
と
町
、
そ
し
て
専
門
家
と
の
連
携
体
制

の
構
築
が
重
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。

町
で
は
、
鳥
獣
対
策
の
専
門
家
と
も
連
携
し
て
、

知
識
や
技
術
が
習
得
で
き
る
環
境
を
整
え
る
と
と
も

に
、
現
場
で
活
躍
す
る
皆
さ
ん
の
困
り
ご
と
を
整
理

し
、
適
切
な
対
策
を
提
示
で
き
る
体
制
を
目
指
し
ま

す
。
そ
こ
に
、
皆
さ
ん
の
行
動
と
正
し
い
知
識
の
習

得
が
伴
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
は
じ
め
て
鳥
獣
被
害
が

軽
減
す
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
力
を
合
わ
せ
て
、
鳥

獣
被
害
の
な
い
環
境
を
実
現
し
ま
し
ょ
う
。

な
か
よ
く
み
ん
な
え
が
お
で

サ
ウ
ナ
活
動
を
楽
し
も
う

2021年８月撮影

鳥獣対策の獣道を進む皆さんへお知らせ

農林水産課の有害鳥獣対策を紹介

けもの掲示板けもの掲示板けもの掲示板

◎防護柵の貸与（出荷を目的とした農地に限る）
……………………………………………………………
◎追い払い花火の配布
……………………………………………………………
◎鳥獣被害に関する勉強会
……………………………………………………………

……　……　……
有害鳥獣の対策には地域の皆さん一人
ひとりの力が必要です。
皆さんの鳥獣対策がありましたら、是
非お話しをお聞かせください。
……　……　……

農林水産課農林水産係
0240（34）0246

藤橋ファーマーズの皆さん（藤橋）
2018年から、水稲や玉ねぎ（浜の輝）の栽培を行っ
ています。農業発展と暮らしやすい地域を目標に鳥
獣対策にも取り組んでいます。

・補助事業事務
・勉強会、打合せ
などの調整

・情報整理／共有
・集落対策の打合
せ進行役など

・現場対応（柵
の設置管理／
追い払い花火
など）

・現場の状況確
認

・対策に必要な
調査
・技術に関する
助言
・捕獲活動

町
住民専門業者

役割明確化とスムーズな情報共有が行える体制の構築

成果 補助

相談

情報
共有

依頼

確認
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『特定復興再生拠点区域』『帰還困難区
域』『避難指示解除区域』が混在している
大堀地区。町民が集うことができる場所も
でき始めており、少しずつ変化する地区の
様子を紹介します。
まずは谷津田行政区の話題です。昨年
秋、集会所の修繕工事が完了しました。緑
を基調とした色合いで、ひときわ目を引く
集会所です。谷津田行政区では、定期的に
避難先からも住民が集まり草刈りなどの環
境整備活動が行われており、今後は、きれ
いに整備されたこの集会所でゆっくりと休
憩ができることでしょう。
小野田行政区にある清水寺では、境内の
入口に新たに東屋が完成しました。年季の
入った柱が特徴的なこの東屋は、小野田の
天神社での盆踊りで使用されていた櫓を再

利用していま
す。さらに昨
年春、小丸に
あった安産の
守仏『如意輪
観世音菩薩』

が清水寺の敷地に移設されました。震災前は観音様
の周辺で盆踊りが行われるなど、地域の皆さんに親
しまれていました。これから暖かくなり、お彼岸に
は観音様にお参り、藤の花の咲く頃にはお花見など
訪れる人が増えることでしょう。新しくできた東屋
でひと休みしている町民の笑い声が響きそうです。
最後にお伝えするのは「陶芸の杜おおぼり」につ

いて。陶芸の杜おおぼりは、国指定伝統的工芸品大
堀相馬焼の物産会館として愛されていた施設です。
特定復興再生拠点区域の施設として今春の避難指示
解除を目指しています。

まちづくりなみえ
地域づくり支援専門員が見た大堀地区

一般社団法人まちづくりなみえ  町内コミュニティ再生支援事業 0240（23）7530

大堀地区
地域の紹介地域の紹介地域の紹介

上ノ原行政区の花植え

地域づくり支援専門員
引地裕子がレポート
しました。

苅宿行政区では11月23日㈬に花植え活動が
実施されました。当日はあいにくの天気でした
が町外で暮らす人も多く参加され、30人以上
が集まりました。
この取組は、避難指示解除後は2018年から

苅宿環境保全会が中心となり、農林水産省の多
面的機能支払交付金を活用して行っています。
花植え活動を行った場所は、県道257号仲ノ

森加倉線の加倉橋を渡ってすぐの道路に面した
花壇です。今回はパンジーやビオラ合計2,400
株を定植しました。
黄色い花を外側に置くことで「スピード

抑制」に少しでもつながるようにと、交通
事故防止への想いも込められています。

花植え活動

地域づくり支援専門員
吉田めぐみがレポート
しました。

櫓を再利用した東屋櫓を再利用した東屋櫓を再利用した東屋

谷津田集会所谷津田集会所谷津田集会所

如意輪観世音菩薩如意輪観世音菩薩如意輪観世音菩薩

参加者で集合写真参加者で集合写真参加者で集合写真

花を植え地域に彩りがでました花を植え地域に彩りがでました花を植え地域に彩りがでました
苅宿環境保全会会長

松本伸一さん（苅宿）から挨拶
苅宿環境保全会会長

松本伸一さん（苅宿）から挨拶
苅宿環境保全会会長

松本伸一さん（苅宿）から挨拶

苅宿行政区
町のできごと町のできごと町のできごと

やぐら

にょ い りん

かん ぜ おん ぼ さつ

�����������	�
����



���� �������	�
����

�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
	


�

�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�

�
�
�
���

�
�
�
�
�

��

�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�

�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
	
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

�
�
�
�
�
�
�
	


	
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�

�
�
�
�
�
�
�
	


�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
	


��

�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
	


�

�
�
�
�
�
�
�
��

�
�
�
�

��

�
�
�
�
�
��

�
�
�
�
�

��

�
�
�
�
�
�
�
	


�

�
�
�
�
�
�
�
��

�
�
�
�

��

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�

�
�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�

�

�
�
�
�
�
�

�

�
�
�
���

��
�
�
�

��

�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�

�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
	


	
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
	
�

�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
��

�
�

��

�
�
�
�
�
�
�
�
�

�

�
�
�
���

�
�
�
�
�

��

�
�
�
�
�
�
�
�
�

�

�
�
�
���

�
�
�
�
�

��

問合せ
申込み
電　話
ファクス
メールアドレス
ホームページアドレス
フリーダイヤル

問

e
FAX

URL

TEL
申

＋ 仮設津島診療所のお医者さん

仮設津島診療所 0243（24）1431

������������������

��������������	����

��������������

���������

����������������

���������

���������

�����������

�����������������

���������

���������

���������

�����������

�����������������

����������������

���������

�����������

�����������������

���������

���������

���������

�����������

���������

���������
�������	
����

�
�
�

＋＋ 浪江診療所 のお医者さん

浪江診療所 0240（23）6173

������������������

��������������	����

������������	
���

��������������������

�������������������

���������������������

�������������	
��

�������������	
�����

����������������

��������	
�
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よろしくお願いしますよろしくお願いします
任期付職員３人が採用されました。

町民の皆さん、よろしくお願いします。

農林水産課
愛澤　恭一

産業振興課
児山　善文

総務課
有川　洋昌
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原子力損害賠償紛争審査会において中間指針第五次
追補が決定され、それに伴い東京電力ホールディング
ス株式会社（以下、東京電力）が追加の賠償の支払い
に向けて準備を行っています。
請求の受付開始時期や請求方法などについては、３

月中を目途に東電から示される予定ですので、今しば
らくお待ちください。
また、東京電力では「ご相談専用ダイヤル」を開設

していますので、ご不明な点などありましたら、下記
までご連絡してください。

※1　事故時点における生活の本拠が福島第一原子力発電所から20㎞圏内に
あった人のうち、平成23年３月から平成23年12月末までの期間に避
難等により計画的避難区域に一定期間滞在された人については、健康
不安に係る金額（30万円）がお支払いされ、自主的避難等対象区域に
避難または滞在された人については、自主的避難等に係る金額（20万
円）がお支払いされます。ただし、両区域に避難された場合において
は、健康不安に係る金額がお支払いされます。

この表は、東京電力の資料を基に編集したものです。詳細は、町や東京電力のホームページをご
確認ください。

中間指針が見直され東京電力が
追加賠償の準備を進めています
中間指針が見直され東京電力が
追加賠償の準備を進めています

請求代表者の情報の変更例
・転居などによる送付先の変更
・結婚や離婚による氏名の変更
・請求代表者の変更
（死亡、世帯分離など）

追加賠償の損害項目に自分は
何が該当するか

など

電話番号 0120（926）470
受付時間　９時～19時　月～金（休祝日を除く）

９時～17時　土・日・休祝日

中間指針第五次追補決定に係る精神的損害の
賠償に関するご相談専用ダイヤル【 】

中間指針第五次追補
決定における精神的
損害等の賠償に
関する専用ページ

区域ごとの追加賠償例 ■■生活の本拠の確認により賠償
■避難等の状況確認により賠償

請求代表者の情報に変更がある
場合は、東京電力からの通知文

書や請求書類などが
届かない場合があ
るので、必ず連絡
しましょう！

総務課賠償支援係 0240（34）4638
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命を守る
ための
三つの心得

●

●

●
●

12月４日 土のう製造スタンド 100基

事故を防ぐ５つのポイント

消防署からのお知らせ

火事と救急は119番
浪江消防署 0240（34）4111
葛尾出張所 0240（29）2119

消防署《連絡先》

冬から春は、暖房器具を使用する機会が多く、空気がと
ても乾燥していることから火災が多く発生します。また、
春先は気圧配置が原因で強い南風が吹きやすく、火災が延
焼拡大しやすいからです。

出火原因の上位は、どれもちょっとした不注意で火災が
発生しています。皆さんの大切な生命や財産を火災から守
るため、火の取扱いには十分注意しましょう！ ※消防白書より

点検用のヒモを引いたり、点検ボタンを押すなどして作
動確認してください。また、住宅用火災警報器は、10年を
目安に本体または電池の交換をお願いします。

住宅用火災警報器の点検を行いましょう

３月になぜ火災が多い？

1位 たばこ1位 たばこ1位 たばこ 2位 たき火2位 たき火2位 たき火 3位 こんろ3位 こんろ3位 こんろ
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なみえ新聞 通信

浪江町のイベントやおくやみ情報、写真投稿が見られる「なみえ新聞」は、令和５年度も引き続き運
用となります。しかし、アプリ版「なみえ新聞」の提供終了に伴い、４月１日から「アプリ」のダウン
ロードができなくなります。ウェブ版「なみえ新聞」をご利用ください。

企画財政課情報統計係 0240（34）0241

浪江町の情報満載のアプリ「なみえ新聞」４月以降も運用します

◆浜セン相談会　日時　３月10日㈮、３月24日㈮
場所　浜通り地域デザインセンターなみえ（浪江町大字権現堂字上続町11－3）

◆浪江町役場２階の相談窓口（企画財政課窓口）
受付日時　平日（月曜日～金曜日（祝日を除く））８時30分～17時15分

４月１日
から

そのまま使い続けられます。
※アプリを削除すると戻せ
ません。

スマホ・タブレット相談窓口も継続します

「なみえ新聞」を使う場合は
ウェブ版をご利用ください。

無料です！

ウェブ版
なみえ新聞

３月31日
まで

スマートフォンやタブ
レットで「なみえ新聞」
を使っている人

「なみえ新聞」を
使っていない人
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なみえプロモーション課 070（1397）2972

皆さんこんにちは。なみえプロモーション課です。
元々浪江町に縁もゆかりもない私たちが集まり、なみえプロモーショ
ン課が発足し活動が始まってから２年が経とうとしています。私たち
は、広報なみえを通じて、月に１度、私たちの日々の活動や、これから
挑戦すること、私たちが考える町の魅力などをお伝えしてきました。
この２年間では、福島の子供たちとともに制作した防潮堤アートや、
浜通りを案内するツアーアテンド、SNSやポスターを活用した魅力発
信、イベントの開催やそれに併せた告知チラシやパンフレット作成な
ど、メンバーの強みを活かし、浪江町の課題解決と魅力発信に向けた活
動をしてきました。活動を通して、町民の皆さんから温かいお声をいた
だいたり、町外の皆さんには我々の視点から浪江町の魅力をお伝えした
りしてきました。また、皆さまとの関わりの中で、浪江町の新たな一面
を知ることもでき、活動により深みを持たせることができました。
２年という１つの節目を迎え、今月号をもってなみえプロモーション
課通信は終了とさせていただきます。なみえプロモーション課通信を通
じて、我々の活動を発信し知っていただく機会が増え、町民の皆さんと
の交流も増えたこと、本当に嬉しく思います。
来年度もなみえプロモーション課として活動は続いていきますので、
引き続きどうぞよろしくお願いします！
毎月お読みいただいた皆さん、本当にありがとうございました。

（左から）吉野さん、早水さん、関根さん

なみえプロモーション課通信なみえプロモーション課通信 Vol.18

１月26日㈭、スマートフォン、タブレッ
ト端末、パソコンなど様々な端末で見やす
い・探しやすいホームページにリニューア
ルしました。

芳賀セブンさん
動画配信サイトの合計登録者数が
240万人を超える超人気インフルエンサー

企画財政課情報統計係 0240（34）0241

新しくなった町
ホームページを
確認してみよう

フロントページを新設
ホームページを訪れた人に、浪江町の魅力
を写真で伝えるデザインになっています。

カテゴリーメニューを新設
移住を考えてる人、観光したい人、事業者
の人が必要な情報を取得できるようカテゴ
リーを選択できるようになりました。

便利な検索機能を追加
便利ツールを新設し、生活の情報をすぐに
調べることができます。また、検索機能と
注目キーワードから気になるページを調べ
ることができるようになりました。

ページの先頭に誘導するうけどん
ページをスクロールすると現れるうけどん
は〝いつでもページの先頭に戻れる〟便利
な機能を身に着けました。

浪江町らしいデザイン
浪江町のイメージカラー「青」に明るめの
「黄」を基調としたシンプルな配色と大堀
相馬焼の特徴である「青ひび」をイメージ
したデザインにしています。

浪江町ホームページ
リニューアル

浪江町ホームページ
リニューアル

浪江町ホームページ
リニューアル

新しいホームページの特徴
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